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①食べ物の放射性セシウム含量を減らす 

 ✓ 食べ物の多くは、植物に由来している 

 

②「彼を知り己を知れば百戦殆からず」 

✓ 対策を考えるため、まず植物の性質を理解する  

 

③植物の特徴；他の生物を食べる必要がない 

✓ 植物の成長に必要なもの 

水、光、空気（酸素、二酸化炭素）、適温、必須元素 

✓ 体を作り続ける；「老若同居」・・養育 vs. 転流 

 

④汚染問題に取り組む 

✓ まず現状を把握する：全袋検査（2011年度）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

✓ 特徴を探す  

   土壌、治水、栽培・・etc  

   それぞれの専門分野から 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤玄米の放射性セシウム濃度が高い水田の特徴（2011年度） 

 ✓ 山間部の場合が多い  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

✓ カリウム（K）含量が少ない場合が多い 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑥カリウムとセシウムの関係 

 ✓ 植物の根に入る時に、競合する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✓ ともにアルカリ金属元素：よく「似ている」と言われる 

 

 ✓ カリウムを与えれば放射性セシウム含量は下がる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑦根がカリウム/セシウムを吸収する仕組み 

✓ 「輸送体」の存在：各栄養素には、各輸送体が存在する 

✓ 輸送体の実態は、タンパク質 

 

 

 

✓ カリウム輸送体には、セシウムを通すものもある 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✓ カリウムが多ければ、セシウムの吸収を減らせる 

   原理の一つに「吸収段階での競合」 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑧それ以外のカリウム施肥の効果：放射性セシウムが穂に集まることを妨げる 

✓ 玄米の放射性セシウム濃度が高いイネの特徴：葉よりも穂（玄米）の放射性セシウム濃度が高い 

 ✓ カリウムの転流機構に放射性セシウムが 

          取り込まれた可能性がある   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✓ カリウムを与えれば 

セシウムが玄米に蓄積する割合が下がる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



⑨追記 

 ✓ 過剰なカリウムは植物成長に悪影響 

  原理の一つが、陽イオン同士の競合： 

陽イオン（正に帯電）は、膜（負に帯電）に電気的に引き寄せられ、結果的に、輸送体に近づく。 

   ある陽イオンが多すぎると、他の陽イオンが膜に引き寄せられにくくなる。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ✓ カリウムとセシウムは「似て非なるもの」 

   

セシウムとカリウムが同じように動くのなら、両者の存在比は植物体全体で一定になるはずだが・・ 

 


